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２-３ 講演、研修、ツアー 

 

 「講演・研修・ツアー」の件数は、年々増加しており、市内外の方

に本市の自然を発信し、自然への理解を深めるツアーを実施するだけ

ではなく、自然保護活動団体・教育者への研修などを担当し、人材育

成に努めています。以下に、事業の内容を抜粋して紹介します。  

 

○ 講演 

日 時：平成２９年３月１１日（土）１３：５５－１４：３５ 

テーマ：両生類と哺乳類などの捕食者の繋がり～特にアライグマの行動など～ 

実施者：パブロ 

参加者：１１３人 

内 容：第１９回トウキョウサンショウウオシンポジウムにて、本市のトウキョウ 

サンショウウオの生息状況と、実施している保全活動について発表した。ま

た、保全活動の一つであるアライグマやハクビシンの外来種捕獲活動で、セ

ンサーカメラの動画や被害状況を解析した野生動物の行動等について紹介

した。 

 

○ 研修 

日 時：平成３０年６月２４日（日）９：２０－１６：３０ 

目 的：「東京都山岳連盟自然保護指導員新規認定講習会」での講義と実習 

実施者：パブロ、加瀬澤 

参加者：１６人 

内 容：「大空からみた生物多様性」をテーマに森を歩く。野生動物の視点で森を歩

き、環境や自然保護について考える研修を行った。 
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○ 研修 

日 時：平成３０年８月１３日（月）１３：３０－１４：３０ 

目 的：西多摩地区の小学校初任者研修の中で「西多摩地区の自然から学ぶ～校外学

習での安全管理～」の講義と実習 

実施者：加瀬澤、パブロ 

参加者：２０人 

内 容：本市の小宮地区における代表的な自然環境について紹介し、野外学習を計 

画・実施する際に必要な準備や安全管理について講義を行った（山歩き実習

へ出る直前に積乱雲が確認されたため、雨天プログラムの内容で実施）。 

 

〇 ツアー 

日 時：平成２８年１１月２３日（水）１０：００－１４：００ 

テーマ：郷土の恵みの森づくりで整備した協働の道を歩く 

実施者：杉野 

参加者：１４人 

内 容：郷土の恵みの森づくりとして養沢自治会と協働で復活させた昔道である 

「大野道」を利用したツアーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ツアー 

日 時：平成２９年４月８日（土）８：３５－１４：００ 

テーマ：郷土の恵みの森づくりで整備した協働の道を歩く 

実施者：加瀬澤 

参加者：７人（雨天のため、キャンセル８人） 

内 容：郷土の恵みの森づくりとして網代自治会と高尾自治会が整備した山道であ 

る「網代谷津田－高尾神社」間を利用して、地域の方から教えていただいた

歴史・文化と、野生動物の痕跡をメインに解説するツアーを実施した。 
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〇 ツアー 

日 時：平成３０年２月１８日（日）１０：００－１４：００ 

テーマ：鳥獣観察会 

実施者：パブロ 

参加者：１１人（親子） 

内 容：貴重な秋川下流の河川環境について、観察した鳥獣の解説や冬鳥の生息 

地を知ることを通して、環境と野生動物の関わりを考える鳥獣観察会 

を実施した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ツアー（シュタイナー学園の校外学習サポート） 

日 時：平成３０年７月１０日（火）９：１５－１５：３０ 

目 的：猛禽の生息環境を知る登山 

実施者：パブロ、加瀬澤 

参加者：２５人 

内 容：学校の授業で猛禽学や動物学を学んでいる児童に、猛禽類や野生動物の 

存在を感じる体験を行い、多様な動植物が生息するためには多様な環境

が必要であることを実感するツアーを実施した。 
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2-４ 森づくり事業 
 

本市戸倉地区で平成２４年から毎年実施されている「新宿の森・あきる野ツアー」は、

新宿区民約４０人が訪れ、森林整備と自然ガイドツアーを体験しています。レンジャー

は、自然ガイドツアーを担当しています。また、新宿区の子どもたちのサポートや交流

を図る目的で森の子コレンジャーも参加しています。交流の中で、コレンジャーが都会

の子どもに自然を紹介することがあり、市内の子どもにとって“当たり前の自然”に感動

する都会の子どもたちの反応を見て「地域の自然の魅力を再発見」することになり、コ

レンジャーにとっても大切な体験の場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2-５ アニマルサンクチュアリ活動 
 

平成２４年に始まったアニマルサンクチュアリ活動は、以下３つの取組を継続してい

ます。 
 

（１）木を植えた（植樹）後の森の手入れと見守り 

（２）人間活動の変化によって生息場所が失われた水生生物の環境づくり 

（３）人間活動に影響がある野生動物の動向に関わる調査と注意喚起 
 

この活動の一部は、次世代の森の守り人となる森の子コレンジャーと協力して活動し

ており、自然と共存していく方法を考え行動できる次世代を育てる取組とも言えます。 
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（１）「野生動物が暮らせる森づくり」植樹ツアーのその後 

 

平成２５年に本市戸倉地区の中学校林（針葉樹林）において「野生動物が暮らせる森

づくり」を目的とした植樹ツアーを実施しました。針葉樹の森を針広混交林とするた

め、針葉樹を数本伐採した後、コナラやケンポナシ、オニグルミなどの野生動物が利用

する木を植樹しました。 

翌春、コレンジャーが森を引継ぎ、「自然を昔に戻す会」から譲り受けて１年間育

てたクヌギの実生苗とツノハシバミの苗木を植樹しました。植樹後は、下刈りや経過

を見守るという目的でコレンジャー同窓会を実施してきましたが、全面的に下草刈りを

行った結果、植樹当初は確認されなかったシカの生息場所になったことも要因となり、

残念ながら苗木の大半が枯れてしまいました。こうした状況を踏まえ、苗木のツボ刈

りに切り替えて整備を続けた結果、苗木の生長は安定しています。また、整備して光

が入るようになった林床には、キイチゴ類やサンショウ、アケビ、クリなど野生動物

が利用する実がなる実生木が育っています。 

植樹した苗木は３３本で、平成３０年時点では８本が残存しています。今後は、これ

までの経過を踏まえ、苗木のツボ刈りや見守りを継続しながら、林床にあたる日光量を

増やすため、針葉樹の伐採をスポット的に行い、苗木の生長と埋土種子の発芽を促す整

備を検討します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               コレンジャー同窓会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

生長しているクヌギ         林床に光が入り芽吹いた実生たち 
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（２）ビオトープ整備 
 

小宮地区で５０年から６０年前まで谷津田だった場所を、平成２５年度からコレンジ

ャー（第３期）と継続して整備しています。地権者の協力のもと、田んぼを利用してき

た生き物の生息場所を復活させることを目的としています。平成３０年度（第８期）に

は、全国育樹祭のために育成した苗木など３本を植樹しました。 

主な整備内容は、水生生物や小動物が利用する水場づくり、林床の日光量を減らして

いる常緑広葉樹を伐採して埋土種子の発芽を促す「動物のレストラン」づくり、水場

の砂防づくり、これまで整備してきたビオトープまでの道や周辺の森の手入れなどで

す。倒木や伐採した木は、柵や杭、土留め、砂防に活用するだけではなく、後輩が作る

名札に利用しています。 

ビオトープでは、これまでに両生類やトンボのヤゴなどの水生生物、ヘビ、小型哺乳

類、鳥類など多くの野生動物を確認できています。こうした小動物が生息できる場を作

ることは、その小動物を捕食する動物、その動物を捕食する動物へと命をつなぐ場をつ

くることになります。そして、ビオトープは多様な野生動物の命を支えるだけではなく、

野生動物の影響を受ける人の暮らしをも支えていると考えています。一方で、人が手を

入れた所には必ずイノシシやシカの存在があります。このビオトープも例に漏れず、水

場や動物のレストランが荒らされてしまい、何度も整備をしなければいけません。自然

は絶えず変化しているため、自然に合わせた行動が必要なことを子どもたちは体験から

学び、試行錯誤しながら協力して整備を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備前（平成２４年）            整備後（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

水場の整備            落ち枝や伐採木を利用した柵づくり 
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水場の砂防づくり           ビオトープまでの道の整備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

冬に実をつける植物の移植           育てた苗木の植樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      水生生物調査             伐採木を利用した名札 

 

 

〇 ビオトープで確認された野生動物（センサーカメラ、目視、痕跡） 

項目 哺乳類 鳥類 爬虫類 両生類 昆虫 合計 

種数 １４種以上 ３４種 ３種 ５種 ２２種以上 ７８種以上 
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（３）どんぐりの実り調査 

 

 レンジャーは、平成２５年から市内西部のどんぐり着果状況調査を行っていますが、

その調査地の１地点ではコレンジャーが調査を行っています。コレンジャーは調査を通

して、森の実りは年によって違うことや多くの野生動物にとってどんぐりは重要な食物

であること、餌付けの問題などを学び、自分たちにできることを考えた結果、「野生

動物を人里へ誘引しない行動」を伝える注意喚起ポスターを作成することにしました。

そして、地域の掲示板や観光客の目に留まる場所に掲示しています。地域の方からは「観

光客に対して私たちが注意するより、こうしたポスターを見て自分の行動を考えてもら

う方が、効果があるようなので子どもたちのポスターは助かっています。今後もぜひよ

ろしくお願いします！」という声をいただいています。また冬には、過去にツキノワグ

マが出没したキウイ棚のキウイを収穫し、人家近辺の果実を収穫する大切さを学びまし

た。キウイは各家庭で美味しく頂きました。 

（どんぐり着果状況調査の詳細は、「４ どんぐり着果状況調査」参照） 

 
キツネ 

 
ノウサギ 

 
モリアオガエル 

 
ヒバカリ 

 
両生類の卵 

 
ノスリ 
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     どんぐりをカウントする            どんぐりを知る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  どんぐりを利用する生きものを知る         調査結果をまとめる 
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調査結果をまとめる           注意喚起ポスターを作る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      キウイを収穫する 
 

 

キウイの収穫を通して考えたこと（コレンジャー活動報告書より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



58 

 

〇 地域の掲示板や観光客の目に留まる所に掲示している注意喚起ポスター 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


